
1つのチームは継続し
て1つか複数の領域を
担当するようにする

チームを安定に保つ
（もしくは⾼信頼組
織にする）

新技術の採⽤ 働き⽅の改善

特定のアーキ
テクチャを避
ける

技術⾯、組織⾯、状況的学習
を、必要な時にすばやく探索
と学習を進める

内部プラットフォームや複雑
なサブシステムコンポーネン
トの開発をガイドする

サイバネティクスコントロー
ルの原則を使って、早期から
頻繁に軌道修正する

ストリームアラインドチーム

イネイブリングチーム

コンプリケイテッド
サブシステムチーム

プラットフォームチーム

技術ソリューション
の探索スペースを制
限し、制限に沿った
ものを選ぶ

組織が持続可能なソ
フトウェアシステム
アーキテクチャーを
⽣み出す

チームに⼟台となる
プラットフォームを
提供する

チームを業界で⼀般
的なチームタイプに

分類する

チームが扱うサブシ
ステムのサイズを制
限する

⾃然な節理⾯を使っ
てモノリスを分割す
る

フロントラインのITサポート
は、すばやい軌道修正を可能に
する⾼スキル活動として扱う

shapes.teamtopologies.com

コラボレーションモード

ファシリテーションモード

X-as-a-Serviceモード

shapes.teamtopologies.com

避けるべきチームタイ
プや変更すべきチーム
タイプを特定する

1.�現在のチームの種類を明らかにする

2.�技術チームを基本的なチームタイプに合わせる

6.�明⺬的にチーム間のコラボレーションを推進もしくは制限する

7.�チームの構造を時間をかけて明⺬的に進化させる

8.�組織的センシングにチームインタラクションを活⽤する

ビジネスの変更要求
のフローに沿ったソフ
トウェアシステムにな
るように推進する

4.�逆コンウェイ戦略のアプローチを活⽤する

3.�各チームの認知負荷を制限する

チームトポロジーの始め⽅
コンセプトを適⽤するための推奨アプローチ

価値あるソフトウェアをすばやく届ける適応型組織設計
詳細は�teamtopologies.com

5.�現状とあるべきチームインタラクションモードを明らかにす
る

オンライン連絡先:�@teamtopologies
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